
敦
燵
出
土

『
摂
大
乗
論
疏
章
』

に
見
ら
れ

る
唯
識
説

(
二
)

(
木

村
)

敦
煙
出
土

『摂
大
乗
論
疏
章
』
に
見
ら
れ
る
唯
識
説

(二
)

木

村

邦

和

前
稿
に
続
き
、
敦
煙
出
土
の

『
摂
大
乗
論
』
関
係
注
釈
書
に
見
ら
れ

る
唯
識
説

と
、
真
諦
三
蔵
の
学
説
と
の
異
同
に
つ
い
て
概
観
す
る
の
が

本
稿
の
趣

旨
で
あ
る
。
但
し
、
今
回
は

「解
性
」
説
に
限
定
し
た
。

一

真
諦
の
解
性
説

さ
て
、
真
諦
の

「解
性
」
説
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

(1)

出
世
転
依
亦
爾
。
由
本
識
功
能
漸
減
。
聞
薫
習
等
次
第
漸
増
。
捨
凡
夫

依
作
聖
人
依
。
聖
人
依
者
。
聞
薫
習
与
解
性
和
合
。
以
此
為
依
。

一
切
聖

(
1

)

道
皆
依
此
生
。

(2)

此
界
無
始
時
。

一
切
法
依
止
。
若
有
諸
道
有
。
及
有
得
浬
葉
。
(中
略
)

此
即
此
阿
梨
耶
識
。
界
以
解
為
性
。
此
界
有
五
義
。

一
体
類
義
。

一
切
衆

生
不
出
此
体
類
。
由
此
体
類
衆
生
不
異
。
二
因
義
。

一
切
聖
人
法
四
念
処

等
。
縁
此
界
生
故
。
三
生
義
。

一
切
聖
人
所
得
法
身
。
由
信
楽
此
界
法
門

故
得
成
就
。
四
真
実
義
。
在
世
間
不
破
。
出
世
間
亦
不
尽
。
五
蔵
義
。
若

(
2
)

応
此
法
自
性
善
故
成
内
。
若
外
此
法
錐
復
相
応
。
則
成
毅
故
約
此
界
。

こ
の
中
、
(
1
)
で
は

「聞
薫
習
が
解
性
と
和
合
し
て
聖
人
依
と
な
り
、

そ
の
聖
人
依
に
よ

っ
て

一
切
の
聖
道
が
生
ず
る
。
」
と
説

か
れ
る
。
従

っ
て
こ
こ
で
は
、
聖
人
依
と
解
性
と
は
、
そ
の
用
ら
く
段
階
及
び
そ
の

内
容
が
異

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
用
ら
く
段
階
と
し
て
は
、
転
依
以

前
が
解
性
、

以
後
が
聖
人
依
で
あ
り
、

そ
の
内
容
と
し
て
は
、
聞
黒
習

と
解
性
と
の
和
合
が
聖
人
依
で
あ

っ
て
、
解
性

が
そ
の
ま
ま
聖
人
依
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
(
2
)
の

「
以
解
為
性
」
の
語
は
、
解
性
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

(
3
)

い
と
の
疑
義
が
か
つ
て
提
示
さ
れ
た
こ
と
が
あ

っ
た
。

こ
の
点
を
ど
う

見
る
か
は
本
論

の
構
成
上
特
に
重
要
で
あ
る
の
で
、
い
さ
さ
か
私
見
を

述
べ
た
い
。

周
知

の
如
く
、
(
2
)の
一
文
は
、
『
摂
大
乗
論
』
巻
上
に
、
二

切
法

の

依
止
で
あ
る
界
」
に
つ
い
て
説
く
偶
が
あ

っ
て
、

こ
れ
に
対
す
る
真
諦

訳
の

『
世
親
釈
』
に
二
義
が
記
さ
れ
る
中
の
第

一
義
で
あ
る
。

こ
れ
に

続
く
第
二
義
は
果
報
識
の
概
念
に
よ
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
真

諦
と
し
て
は
、
『界
は

「以
解
為
性
」
で
あ
り

つ
つ
同
時

に
果
報
識

で

(
4
)

も
あ
る
』
と
理
解
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ

の
見
解

は
、
『
摂
大
乗

論
』
巻
上
に
へ
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(
5

)

是
聞
薫
習
生
随
在
一
依
止
処
。
此
中
共
果
報
識
倶
生
。

と
、
各
訳
共
に
記
す
内
容
と
同

一
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
は
、
聞

黒
習
と
果
報
…識
と
は
同

一
依
止
処
に
随
在
し
倶
生
す
る
と
さ
れ
て
い
る

か
ら
、

一
切
法
の
依
止
た
る

「界
」
に
、
聞
黒
習
と
果
報
識
と
が
共
に

依
止
し
、
随
在
し
、
倶
生
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

こ

の

『
摂
大
乗
論
』
の
文
と
前
述
(
1
)
の
文
と
を
照
合
す
れ
ば
、

こ
れ
が
真

諦
の

「界
」
の
二
義
釈
に
そ
の
ま
ま
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
ろ
う
。

故
に
、

こ
の

「
以
解
為
性
」
の
語
は
解
性
を
意
味
す
る
語
で

あ
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
「以
解
為
性
」
の
語
が
解
性
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
と
す

れ
ば
、

そ
こ
に
示
さ
れ
る
解
性

の
概
念
が
次
に
問

わ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
前
述
(
2
)
の
文
を
見
る
に
、

こ
こ
で
真
諦
は
、
ま
ず
界
は
解

性
で
あ
る
と
し
、
次
に
そ
の
界

の
五
義
を
列
挙
し
た
後
、
勝
髪
経
の
所

説
を
引
用

し
て
い
る
。

こ
の
五
義
の
中
、
「
二
因
義
」
以
下
は
す

べ
て

出
世
間
法

に
つ
い
て
説
か
れ
て
お
り
、
又
こ
の
文
の
後
に
引
用
さ
れ
る

勝
髭
経

の
文
も

「
如
来
蔵
を
了
せ
ざ
る
故
に
生
死
が
あ
り
、
如
来
蔵
が

(6
)

無
け
れ
ば
、
苦
を
厭
い
浬
撃
…を
願
う
と
い
う
こ
と
が
あ
り
得
な
い
」
と

説
く
部
分
で
あ

っ
て
、
こ
れ
を
要
す
る
に
、
真
諦
は
、

一
切
出
世
間
法

の
依
止
と
し
て
、
解
性
と
い
う
概
念
を
設
定
し
た
も

の
で
あ
る
と
言
い

得
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
点
に
つ
い
て
解
決
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
点
が

一
つ
あ
る
。
そ
れ
は

「
一
体
類
義
」
に
つ
い
て
で
あ

っ
て
、
こ
の

二

切
衆
生
は
此
の
体
類
を
出
で
ず
。
此

の
体
類

に

よ

っ
て
衆
生

は
異

ら

ず
」
と
い
う
定
義
が
、
「
解
性
に

一
切
衆
生
が
依
止
す

る
」
こ
と
か
、

或
い
は

「解
性
に

一
切
染
法
が
依
止
す
る
」

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
前
述

の

二

切
出
世
間
法

の
依
止
と
し
て
、
解
性
と
い
う
概

念
を
設
定
し
た
L
と
の
私
見
は
否
定
さ
れ
、
か
わ

っ
て

「
一
切
法
の
依

止
と
し
て
、
解
性
と
い
う
概
念
を
設
定
し
た
」
と
い
う
結
論
が
導
か
れ

ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
筆

者
は
、
次
の
点
に
お
い

て
私
見
を
是
と
す
る
。

(
a
)

二

体
類
義
」
の
定
義
に
は
、
解
性
に

一
切
衆
生
又
は

一
切
染

法
が
依
止
す
る
と
の
明
言
が
な
い
こ
と
。

(
b
)

勝
髪
経
よ
り
の
引
用
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
解
性
と
い
う
概
念

は
如
来
蔵
に
近
い
概
念
と
し
て
設
定
さ
れ

て
い
る
が
、

そ
の
如
来

蔵
は

一
切
衆
生
皆
有
の
も
の
で
あ
る
。
従

っ
て

「
こ
の
体
類
に
よ

っ
て
衆
生
は
異
ら
ず
」
と
の
定
義
は
、
如
来
蔵
皆
有
を
説
く
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

(
c
)

こ
の
五
義

は
又
、
『
真
諦
訳
摂
大
乗
論

釈
』
巻
十
五
所
説

の
法

界
五
義
及
び

『
仏
性
論
』
巻
二
所
説
の
如
来
蔵
五
義
と
そ
れ
ぞ
れ

対
応
関
係
に
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て

二

体
類
義
L
は
次
の
よ

う
に
定
義
さ
れ
る
。

(
7

)

一
性
義
。
以
無
二
我
為
性
。

一
切
衆
生
不
過
此
性
故
。

一
如
来
蔵
。
自
性
是
其
蔵
義
。

一
切
諸
法
不
出
如
来
自
性
。
無
我
為
相
故
。

(
18
)

故
説
一
切
諸
法
為
如
来
蔵
。

敦
燵
出
土

『
摂
大
乗
論
疏
章
』

に
見
ら
れ
る
唯
識
説

(
二
)
(
木

村
)
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敦
燈
出
土

『摂
大
乗
論
疏
章
』
に
見
ら
れ
る
唯
識
説

(二
)
 (木

村
)

従

っ
て

二

切
衆
生
は
此
の
体
類
を
出
で
ず
」
と
い
う
定
義
は
、

二

切
衆
生
は
無
我
を
相
と
す
る
故
に
、
如
来
蔵
を
出
な
い
L

こ

と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
d
)

故

に
こ
の
定
義
は
、
解
性
に

一
切
衆
生
又
は

一
切
染
法
が
依
止

す
る
と
定
義
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
。

さ
て
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、
真
諦
の
解
性
説
を
ま
と
め
る
と

次
の
よ
う

に
な
る
。

ま
ず
(
1
)
で
は
、

a
 
解

性
は
聞
黒
習
と
和
合
し
て
聖
人
依
と
な
る
。

b
 
従

っ
て
解
性
は
、
転
依
以
前
の
段
階
に
お
い
て
用
ら
く
。

と
定
義
さ
れ
、
次
に
(
2
)
で
は
、

c
 
解
性
は
界
す
な
わ
ち
阿
梨
耶
識

の
一
部
分
で
あ
る
。

d
 
解
性
は

一
切
出
世
間
法

の
依
止
で
あ
る
。

e
 
解
性
は
如
来
蔵
に
近

い
概
念
で
あ
る
。

と
定
義

さ
れ
て
い
る
。

二

『
摂
大
乗
論
疏
』
の
解
性
説

次
に
、
敦
煙
出
土
の

『
摂
大
乗
論
』
関
係
注
釈
書
に
説
か
れ
る
解
性

説
を
検
討
す
る
。

ま
ず

『
摂
大
乗
論
疏
』
巻
第
五
に
は
次
の
よ
う
に
説
か
れ
る
。

聖
人
依
者
聞
蕪
習
与
解
性
和
合
以
此
為
依

一
切
聖
道
皆
依
此
生
者
。
此
第
十

明
得
聞
思
慧
黒
本
識
。
無
常
解
性
時
猶
是
凡
夫
。
薫
習
増
多
後
更
上
第
六
意

識
成
無
流
道
。
即
修
慧
方
是
聖
人
。
故
言

一
切
聖
人
道
皆
依
之
。
問
。
聞
思

種
子
所
黒
解
性
。
有
解
言
。
是
真
浄
法
身
。
云
何
言
是
無
常
法
耶
。
答
。

(中
略
)
常
住
法
無
無
常
之
義
受
薫
。
聞
思
慧
能
薫
後
上
第
六
意
識
成
修
慧
。

始
為
無
流
道
。
此
聞
思
種
子
生
唯
識
□
境
及
観
智
。
爾
時
並
是
諸
法
因
義
是

(
9

)

依
他
性
。
後
断
煩
悩
尽
転
依
成
解
脱
果
。

こ
こ
に
示
さ
れ
る
解
性

の
概
念
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

一
 
こ
の
部
分
は
本
識
に
聞
思
慧
が
窯
ず
る
こ
と
を
明
す
の
で
あ
る
こ

と
。

つ
ま
り
、
解
性
は
、
本
識
申
に
聞
思
慧

の
所
薫
で
あ
る
と
い
う

用
ら
き
が
あ

っ
て
、
そ
れ
に
対
し
て
名
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
。

二
 
解
性
は
無
常
で
あ
る
こ
と
。

三
 
解
性
は
凡
夫
位
に
つ
い
て
言
わ
れ
る
概
念

で
あ
る
こ
と
。

四
 
解
性
は
聞
思

の
種
子
の
所
薫
で
あ
る
こ
と
。

五
 
解
性
は
真
浄
法
身
で
あ
っ
て
無
常
法
で
は
な
い
と
す
る
説
が
あ
っ

た
こ
と
。

六
 

聞
思
の
蕪
習
が
増
多
し
て
、
第
六
意
識
を
黒
じ
て
修
慧
を
成
じ
た

段
階
で
始
め
て
無
流
道
と
な
り
、
唯
識
観
智
を
生
ず
る
。

こ
の
二
段

階
を
取

っ
て
、
解
性
は
諸
法
の
因
で
依
他
性

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ

る
こ
と
。

七
 
後
に
煩
悩
を
断
じ
て
解
脱
の
果
を
得
れ
ば
、

こ
れ
を
以
て
転
依
と

な
す
こ
と
。

つ
ま
り
、
解
性
は
転
依
以
前
の
段
階
に
つ
い
て
言
わ
れ

て
い
る
こ
と
。

こ
の
申
で
、
先
述
の
真
諦
の
説
と
相
違
す
る
の
は
、
五

・
六

・
七
の
三
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(10
)

点
で
あ
る
。

第
五
の

「解
性
を
真
浄
法
身
と
見
る
説
」
は
、
恐
ら
く

「解
性

は
真

浄
法
身
の
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
な
す
説
」
の

こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
こ
の

『
疏
』

の
指
摘
す
る
如
く
、

こ
の
よ
う
な
見
解

は
真
諦
に
は

無
い
。
但
し
先
述

の
如
く
、
解
性
は
如
来
蔵
に
近
い
概
念
と
し
て
立
て

ら
れ
た
も

の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
見
解

の
延
長
線
上
に
、
真
浄
法
身
と

(
11
)

の
関
係
性
も
予
見
さ
れ
る
可
能
性
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

尚
、
前
稿
に
も
触
れ

て
お
い
た
が
、
同

じ
敦
煙
出
土

の

『
摂
大
乗

論
』
関
係
注
釈
書

の
中
に
も
、
『
摂
大
乗
論
章
』
の
よ
う

に
、
阿
摩
羅

識
を
真
常
心
と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る
か
ら
、
真
常
心
又
は
真
浄
法
身

と
い
う
概
念
を
用
い
て
、
真
諦
の
学
説
を
理
解
し
よ
う
と
し
た

一
派
が

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

次
に
第
六

・
第
七
の
定
義
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

こ
こ
に
は
次
の
諸

説
が
含
ま
れ
て
い
る
。

a
 
聞
思
の
黒
習
が
増
多
し
た
後
、
第
六
意
識
を
黒
じ
て
修
慧
を
生

ず
る
。

b
 

こ
の
段
階

で
無
流
道
と
な
り
唯
識
観
智
を
生
ず
る
。

c
 
こ
の
二
段
階
に
約
し
て
、
解
性
は
諸
法
の
因
で
あ
る
と
言
う
。

d
 
同
じ
く
こ
の
二
段
階
に
約
し
て
、
解
性
は
依
他
性
で
あ
る
と
言

う
e
 
後
に
煩
悩
を
断
じ
て
転
依
す
れ
ば
、
解
説
果
を
成
ず
る
。

f
 
無
常
解
性
↓
無
流
道
↓
転
依

・
解
脱
果
の
三
段
階
に
分
け
、
解

性

は
転

依

以

前

に
用

ら
く

と

し

て

い

る
。

こ
の
中
、

a

・
b

・
f

の
三

点

は
、

真

諦

の
学

説

よ

り
更

に
展

開

し
た

も

の

で
あ

る
。

又
、

c

・
d

・
e
の
見

解

は

真

諦

の

説

と

同

一

で

あ

(12
)る

。

三

『
摂
大
乗
論
抄
』
の
解
性
説

次
に

『
摂
大
乗
論
抄
』
に
は
次
の
如
く
説
か
れ
る
。(

13
)

(1)

蛇
長
十
義
名
体
。
(中
略
)
三
解
相
。
相
識
体
是
解
性
。

(2)

法
身
四
徳
名
体
。
(中
略
)
体
者
。
通
面
言
之
。
同
阿
梨
解
性
為
体
。

(
14
)

亦
可
用
法
身
為
性
。

こ
の
申
(
1
)
で
は
、
「相
識

の
体
は
解
性

で
あ
る
」

と
定
義

さ
れ

る
。
相

識
に
つ
い
て
こ
の

『
抄
』
に
は
明
言

が
な

い
が
、
『
真
諦
訳
摂
大
乗
論

釈
』
に
よ
れ
ば
、
「大
小
二
惑
種
子
を
生
ぜ
し

め
る
鹿
重
相
識

と
、

一

切
有
流
善
法
種
子
を
生
ぜ
し
め
る
細
軽
相
識
と
が
あ
り
、
共
に
本
識
中

(15
)

の

一
分
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で

こ
の

『
抄
』
で
は
、

こ

の
相
識
の
体
が
解
性
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
か

ら
、

こ
れ
は
す
な

わ

ち
、

一
切
有
漏
無
漏
の
種
子
を
生
ぜ
し
め
る
本
識
中
の

一
分
の
体
が
解

性
で
あ
る
、
と
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
真
諦

の
説
と
は
異

っ
た
見
解
で

あ
る
。

次
に
(
2
)
で
は
、
「
法
身
四
徳
の
体
は
解
性
で
あ

る
」
と
さ
れ

る
。

こ

の
見
解
も
勿
論
真
諦
に
は
見
ら
れ
な
い
が
、
前
述
の
界
の
五
義
中
第
三

生
義
は
、
こ
の
見
解
と
相
似
し
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
を
敷
術
し
た
も
の

と
も
考
え
ら
れ
る
。

敦
焼
出
土

『
摂
大
乗
論
疏
章
』

に
見
ら
れ
る
唯
識
説

(
二
)
(
木

村
)
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敦
煙
出
土

『摂
大
乗
論
疏
章
』
に
見
ら
れ
る
唯
識
説

(二
)
(
木

村
)

尚
、

こ
の

『抄
』
で
は
本
識
に
三
義
を
挙
げ
る
部
分
が
あ
る
が
、
そ

(16
)

こ
に
は
解
性
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

四
 
結

び

以
上
で
、
解
性
説
に
関
す
る
、
真
諦
の
学
説
と
敦
煙
出
土
の
摂
大
乗

論
関
係
注
釈
書
の
学
説
と
の
間
の
異
同
に
つ
い
て
、

一
応
の
検
討
を
終

え
た
。

結
論
的
に
言
え
ば
、
『
摂
大
乗
論
疏
』
の
場
合
は
真
諦

の
学
説

に
比

較
的
忠
実

で
あ
る
。

こ
れ
に
比
し
て

『
摂
大
乗
論
抄
』
の
場
合
は
、
本

識
及
び
法
身

の
体
を
解
性
と
理
解
し
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
は
少
く
と
も

「如
来
蔵

に

一
切
染
浄
が
依
止
す
る
」
と
い
う
、
所
謂
起
信
論
的
な
理

解
で
あ
っ
て
、
真
諦
の
学
説
と
は
全
く
異

っ
て
い
る
。

こ
の
見
解
の
相
違
が
生
じ
た
原
因
に
つ
い
て
は
即
断

は

で
き
な

い

が
、
概
ね
次
の
諸
点
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

a
 
起
信
論

・
仏
性
論
に
見
ら
れ
る
如
来
蔵
染
浄
依
止
説
の
影
響
。

(
17
)

b
 
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
如
く
、
同
じ
敦
煙
出
土
の

『
摂
大
乗
論

章
』
に
は
、
起
信
論

・
浄
影
寺
慧
遠

の
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、

こ
の

『
抄
』
に
お
い
て
も

こ
れ
ら
の
影
響
が
あ

っ
た

か
も
知
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

c
 
こ
の

『
抄
』
に
限
ら
ず
、
敦
煙
出
土
の
摂
大
乗
論
関
係
注
釈
書

に
は

一
般
に
、
解
性
に

つ
い
て
論
ず
る
部
分
が
非
常
に
少
な
い
。

こ
の
こ
と
は
、
注
釈
者
に
と

っ
て
解
性
と
い
う
概
念
が
、
研
究
の

申
心
課
題
と
な
り
得
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味

す
る
も

の
で
あ

っ

て
、
そ
の
た
め
に
研
究
が
不
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
も
否
め
な
い
。

d
 
真
諦
自
身

の
著
作

・
翻
訳
の
中
に
も
、
現
存
す
る
範
囲

で
は
、

先
に
挙
げ
た
摂
大
乗
論
釈
に
二
箇
所
、
解
性
の
語
が
見
ら
れ
る
だ

け
で
あ
る
か
ら
、
彼
自
身
に
も
こ
れ
を
申

心
課
題
と
す
る
意
図
は

希
薄
だ

っ
た
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

e
 
こ
の

『
抄
』
で
は
、
解
相

・
相
識
と
解
性
と
を
関
連
づ
け
て
論

じ
て
い
る
が
、
解
相
も
相
識
も
分
別
に
関
す
る
概
念
で
あ

っ
て
、

体

(又
は
依
止
)

と
し
て
の
解
性
と
は
、
直
接
に

つ
な
が
ら
な
い

概
念
で
あ
る
し
、
又

一
方
で
解
性
が
法
身
四
徳

の
体
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
こ
と
に
も
反
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
こ
の
解

性
は
、
或

い
は
解
相
の
誤
り
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
今

の
所
定

か
で
な
い
。

但
し
、
真
諦
自
身

の
意
図
は
別
と
し
て
、
彼

と
ほ
ぼ
同
時
代

の
吉
蔵

は
、摂

大
乗
師
以
八
識
為
妄
。
(中
略
)
又
云
。
八
識
有
二
義
。

一
妄
。
二
真
。

(
18

有
解
性
義
是
真
。
有
果
報
識
是
妄
用
。

と
紹
介
し
、
又

(
19

)

初

一
念
識
支
本
識
解
性
故
異
木
石
。

と
採
用
し
て
い
る
。
更
に
や
や
下

っ
て
西
明
寺
円
測
は

(
20
)

阿
梨
耶
識
自
有
三
種
。

一
解
性
梨
耶
。
有
成
仏
義
。

と
紹
介
し
て
い
る
。

従

っ
て
解
性

の
概
念
は
当
時
あ
る
程
度
注
目
さ
れ
た
新
概
念
で
あ

っ
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た

と
言

え

よ
う
。

1
 
真
諦
訳
摂
大
乗
論
釈
巻
三

(
大
正
三

一
・
一
七
五

・
a
)
。
傍

点
筆
者
。

真
諦
訳
独
自

の
説
で
あ
る
。

2
 
同
右
。

(大

正
三

一
・
一
五
六

・
c
)
。
こ
の
部
分

は
す
べ
て
真
諦
独
自

の
説
で
あ
る
。

3
 

上
田
義
文
著

『
仏
教
思
想
史

研
究
』

二
四
八
頁
。

4
 

こ
の
点

に

つ
い
て
、
第

一
義

が
真
諦
訳

に
の
み
見

ら
れ
、
第

二
義

は
各

訳
共
通

で
あ

る
こ
と
か
ら
、

従
来

こ
の
第

一
義

の
み
が
真
諦
独
自

の
学
説

で
あ

っ
て
、
彼

は
む
し

ろ
こ
-の
説

に
よ

つ
て
摂
大
乗
論
を
理
解
し

て
い
た

と
す

る
見
方
が
有
力

で
あ

っ
た
。

し
か
し
こ
の
見
解

は
、
次

の
理
由
に
よ

っ
て
修
正
さ
れ
る

べ
き

で
あ

る
。
.

第

一
に
、
真
諦
訳

の
原

本
と
な

っ
た
梵
本
が

未

だ

発
見

さ

れ

て

い
な

い
。
従

っ
て

こ
の
段
階

で
、

こ
の
部
分
が
真
諦

の
付
加

で
あ
る
と
断
定

す

る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
。

第
二
に
、

こ
れ
が
例

え
ば
付
加

で
あ

っ
た
と
し
て
も
、

第
二
義

を
そ

の

ま
ま
訳
出

し
た
必
然
性

が
説
明

さ
れ
て

い
な

い
こ
と
。

5
 
真
諦
訳
摂
大
乗
論
巻
上

(
大

正
三

一
・
一
一
七

・
a
)

6
 
勝
壼
終

の
文
は
、

大
正

一
二

・
二
二
二

・
b
所
説

の
取
意

と
し
て
引
用

さ
れ
て
い
る
。

7
 
真
諦
訳
摂
大
乗
論
釈

巻
十
五

(
大
正
三

一
・
二
六
四

・
b
)

8
 
仏
性
論
巻

二

(
大

正
三

一
・
七
九
六

・
b
)

9
 
摂
大
乗
論
疏
巻
第

五

(
大

正
八
五

・
九
八
二

・
b
)
。
本
論
(
1
)に
記

し

た
真
諦
訳
摂
大
乗
論
釈

の
文

に
対

す
る
注
釈

の
部

分

で
あ
る
。

10
 

第
四
の
定
義

(
解
性

は
聞
思
種
子

の
所

薫
で
あ
る

こ
と
)

は
、

一
見
真

諦

の
解
釈

と
相
違
す

る
よ
う

に
に
も
見

え
る
が
、

し
か
し

こ
れ
は
彼

の
説

に
於

て

「
解
性
は
聞
薫
習
と
和
合
す

る
」

と
定
義
さ
れ
て

い
る

こ
と
の
内

容
、

特
に
そ

の
中

の

「
和
合
」

と
い
う
概
念

の
内
容
を
、

能
黒

・
所
蕪

の

関
係

を
以

て
説
明
し
た
も

の
で
あ

ろ
う
か

ら
、
彼

の
学
説
と
大
差
な

い
と

頁
)

見
る

こ
と
が

で
き

る
。

11
 
例

え
ば
、

阿
摩

羅
識

と
自
性

清
浄
心
を
広
義

に

約

し

て

同
義

と

す

る

よ
う
な
立
場
で
あ
る
。

前
回

の
拙
稿

(
「
印
仏
研
三
十
二

二
」
、
七
二
九

に
、

こ
れ
に

つ
い
て
少
し
言
及
し

て
お

い
た
。
ご
参

照
願

い
た

い
。

12
 
真
諦

は

「解
性

は

一
切
出

世
間
法

の
依
止

で
あ
る
」

と
し
て
い
て
、

こ

の

『
疏
』

の
よ
う
に
、
「
諸
法

の
依
止

で
あ
る
」

と
は
言

つ
て

い

な

い
。

し
か
し
こ

の

『
疏
』

の
場
合

は
、
「
聞
思
蕪
習
が
第

六
意
識

を
蕪

ず

る

こ

と
」

及
び

「
そ
れ
に
よ

つ
て
唯
識
観

智
を
生
ず
る

こ
と
」

の
み
を
指

し
て

「
諸
法

の
依

止
」

と
言

う
の
で
あ
る
か
ら
、
両
者

は
相
反

し
な

い
と
考

え

ら
れ
る
。

13
 
摂
大
乗
論
抄

(
大

正
八
五

・
一
〇
〇

四

・
b
)

14
 
同

右

(
大
正

八
五

・
一
〇
〇

七

・
b
)

15
 
真
諦
訳
摂
大
乗
論
釈
巻
四

(
大

正
三

一
・
一
八
○

・
a
)

16
 
執
持
無
廃

・
通
摂
持
諸
根

・
体
是
果
報
無
記

の
三
義
が
挙
げ

て
あ

る
。

(
大
正
八
五

・
一
〇
〇
六

・
c
)

17
 

勝
又
俊
教
著

「
仏
教

に
お
け

る
心
識
説

の
研
究
」

八
〇
四

八
〇
七
頁

18
 

申
論
疏
巻
七
本

(
大
正
四
二

・
一
〇
四

・
c
)

19
 

仁
王
経
疏
巻
四

(
大
正
三
三

・
三
三
八

・
c
)

20
 

解
深
密
経
疏
巻
三

(
新
続
二

一
・
二
四
〇

・
b
)

(
長
岡
短
期
大
学
図
書
館
員
)

敦
燵
出
土

『
摂

大
乗
論

疏
章
』

に
見

ら
れ
る
唯
識
説

(
二
)
 (
木

村
)
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